
再 評 価 調 書  

  整理番号 ５ 

 担当部局 土木部道路建設課 県道Ｇ （内4431） 

１ 事業概要 
        

 

５ 評価内容 
        

(１)事 業 名 地方道路整備事業 (２)名    称 主要地方道 日立いわき線 

(１)事業の必要性 

 事業区間の現道は、砂沢町地内から十王駅付近を通過し十王町友部地内へ至っており，沿道に
は人家が連担するとともに変則交差点を通過することから、朝夕の通勤時間などで渋滞が生じて
いる。このため,交通危険箇所の解消や渋滞緩和を図る上で、駅付近の市街地を迂回するバイパ
ス整備の必要性は高い。 

(３)事業主体 茨城県 (４)箇  所  名 日立市砂沢町～日立市十王町友部 
(５)採択年度 平成１０年度 (６)完成予定年度 平成３１年度 

(７)事業目的 

・十王駅付近における交通混雑を緩和し，円滑な交通の確保を図る。 
・沿線の大規模住宅団地（コモンシティー十王・城の丘団地（計画面積 64ha 社会情勢等の変化 計画時の 現時点で 社会情勢等の変化 計画時の 現時点で 
 計画戸数 860 戸 計画人口約 3,000 人））から発生する交通の分散化を図る。 に関する指標１ 状  況 の 状 況 に関する指標２ 状  況 の 状 況 
  十王町友部地区内 

交通量（/24 時間） 
14,526 台 
(H6 ｾﾝｻｽ) 

15,834 台 
(H27 ｾﾝｻｽ) 

－ － － 

(８)事業内容 

・道路延長Ｌ＝２，６００ｍ、計画幅員Ｗ＝１５．０ｍ／６．５ｍ、２車線 

・用地買収，道路改良・舗装工事，橋梁工事 

(２)事業の有効性 

 本事業の実施により、砂沢町から日立市十王町友部までの通過時間が約３分短縮されるととも
に、将来の現道交通量も約５６％減少し、バイパスに転換することが予想されることから、本事
業は円滑な交通の確保や安全性・利便性の向上に有効である。 

 
  
  

            
効果予測に関する
指標１ 

事業なし 事業あり 効果予測に関する 事業なし 事業あり 
２ 再評価の理由 

        
    指標２     

(１)再評価の理由 再々々評価 (２)当初完成予定年度 平成２３年度 日立市砂沢町～日
立市十王町友部の
通過時間（H42） 

６．７分 ３．３分 
日立市砂沢町～日
立市十王町友部の
現道交通量（H42） 

12,900 台 
/24h 

5,700 台 
/24h 

(３)未着工・事業が  本事業は，平成１０年度から事業を進めているが，用地交渉が難航していたことや 
道路計画の変更を行ったため，事業が長期間を要している。   長期間要してい 

  る理由 効果算定要因に関
する指標１ 

事業なし 事業あり 効果算定要因に関 事業なし 事業あり 
      する指標１     
(４)前回指摘事項に  委員会の意見  対 応 状 況 将来交通量（H42） 

※現道交通量を含
む 

12,900 台 
/24h 

15,700 台 
/24h 

     対する対応状況 継続することが妥当である。  指摘を踏まえ，残る区間の用地買収及び工事を 
進めた。  （再々評価の場合） 

  

(３)事業の効率性 

ア）主な効果（Ｂ）   
①当該区間の整備により、日立市砂沢町地内から日立市十王友部地内までの約２．６ｋｍ区

間において走行時間の短縮（約８０億円）、及び走行経費の減少（約１４億円）、及び交
通事故減少（約５．６億円）が図られる。（約９９．６億円） 

②交通が新たに整備されるバイパスに転換させることにより、十王駅付近の交通混雑が緩和
されるとともに、日立市街や常磐自動車道日立北ＩＣ方面へのアクセスが改善される。 

    
イ）主な費用（Ｃ） 
    ①事 業 費   ４６ 億円 
    ②維持管理費     ２ 億円 
        計     ４８ 億円  
  
主な効果のうち貨幣化が可能な①、②について事業の効率性を分析した結果は以下のとおりである。 
     参考となる指標  Ｂ／Ｃ＝２．０８ 

  
  
   

         ３ 事業計画の変更 
        

(１)完成年度の変更 
平成２９年度 → 平成３１年度  ２年延長 
【理由】十王川の北側において、用地補償内容について折り合いがつかず，用地交渉が
難航したことによる。 

(２)事業内容の変更 
【理由】 
 

(３)事業費の変更 
３，３６０百万円 → ４，３６０百万円 １，０００百万円増 

【理由】法面対策及び軟弱地盤対策に伴う工事費の増大による。 
 

            ４ 進捗状況と今後の見通し 
        

(１)事業進捗状況  全 体  前年度 前年度まで  進捗率 
   事 業 量(ｍ) ２，６００   ０ １，２４０ ４８％ (４)地元の意向 

  
  

 十王駅付近等も含め日立市圏の慢性な渋滞緩和や交通安全の確保について，地元（日立市） 
から早期完成を要望されている。  事  工  事  費 ３，４０２ ２７１ ２，９１７ ８５％ 

 業  用地買収補償費 ９５８ ２９ ９４３ ９８％ 
 費  計(百万円) ４，３６０ ３００ ３，８６０ ８８％ (５)コスト縮減や 

代替案立案の 
可能性 

 コンクリート再生砕石、アスファルト再生合材の利用により縮減 

(２)関連事業の進捗 日立市道１０３７７号線（屋敷前風早線） 
   状況  Ｌ＝１．１３ｋｍ Ｈ２３．３．２３供用 

    
 

(３)今後の見通し 

 工  事  用 地 等 ６対応方針               ７再評価委員会の意見       ８委員会の意見を踏まえた対応 

 日立市道屋敷前風早線から日立市
十王町友部の現道までの約 440m 区間
について，平成 30 年度の供用を図り，
残る約640m区間についても平成31年
度の供用を図る。 

残る用地については，平成 30 年度を目途に完了
させる。 

 十王駅付近における交通混雑を緩
和し，円滑な交通の確保が期待される
ため，事業を継続したい。 

 
 継続することが妥当である。 

 
部分供用による効果の早期発現に

努め，期間内の完成を目指し，現計
画で事業を進める。 

  
  
  
  

 

 


